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Fosfomycin capsuleに よる尿路感染症 の治験 と結果

小 野 田 洋 一

都立台東病院

抗 生物質 としては従来にない簡素な化学構造を もち,

細菌の細胞壁合成の初 期の段階 を 阻害 す る とい う特異

な抗菌 作用 を もつ全 く新 しい抗 生 物 質 のFosfomycin

(FOM)が 開発 され た。

FOMは 基礎研究 によって急性毒性 が極めて低 く,催

奇作用 もない ことが証 明され ている。黄色 ブ菌,E. coli

およびSalmonellaに 対 してMIC以 上 の濃度では殺菌

作用 をもち,Klebsiellaを 除 くグラム陰 性菌 に対 して強

い抗菌活性が認め られ ている。

本剤 はア メリカMerck社 と スペ インCEPA社 との

共 同で開発 され,ス ベ インではす でに治療薬 として使用

して,骨 髄炎1),小 児腸 カタール2)な どに有効 と報 告 さ

れ てい る。

尿路感染症 では,日 常起炎菌 と してグ ラム陰性桿 菌で

あ る大腸菌に よる急性お よび慢性膀胱炎 に臨床上 しば し

ば遭遇 してい る。

今回FOMを 用いて尿路感染症 の治療を行 な う機会 を

得たので,そ の結 果について報告す る。

1. FOMの 剤形と投与形式

FOMの 内服剤 は、カル シウム塩 で あ って,250 mgお

よび500mgの カプセル入 りの もの と ドライ シロ ヅプが

あるが,今 回は500mgカ プセルを内服に供 した。

患者 には1例 を除 き1日3g,食 後3回 に分け1gつ

つ投 与 し,1例 だけ1日4回,6時 間毎 に500mg,計

29投 与を行 なった。投与期 間は」4～14日 行な った。長

期間投与を行 なった患者 でも,副 作用 は全 く認め られな

か った。

2. 膀胱炎 に対する効 果

1) 急性大腸菌性膀胱 炎に対 する効果

〔症例1〕 43,女,主 訴 頻 尿

1日397日 間投与。大腸菌 消失 までの 日数3日 。 自

覚症状 消失 までの 日数5日,再 発な し,効 果:有 効。

〔症例2〕 66,女,主 訴 頻 尿

1資396日 間投与,大 腸菌 消失 までの 臼数2日,自

覚症状消失 までの 日数3日,再 発な し。効 果:有 効。

〔症例3〕 33,女,主 訴 頻尿

1日3瑟7日 間投与,大 腸菌消失 までの 日数2日,自

覚症状消失 までの 日数3日,再 発な し。効 果:有 効。

〔症例4〕 24,女,主 訴 頻尿

1日396日 問投与,大 腸菌消失 までの 日数5日,自

覚症状 の消失 までの 日数4日,再 発 な し。効果:有 効。

2) 慢性 大腸菌性膀胱炎に対す る効果

〔症例1〕 21,女,主 訴1ヵ 月前か ら

お きている頻尿 と下腹痛。

1日2g,毎6時 間500mg, 4日 間投与,混 濁尿 と

大腸菌 を検 出,大 腸 菌は投与3日 目か ら消失 したが,尿

中大数 の白血球 は減 少せず,自 覚症状 も消失 しない,効

果:無 効。

〔症例2〕 66,男 主訴1年 前か ら再 発

を くり返す頻尿。

1日3g4日 間投与 を3回,各 クール の間隔 は2目 と

3日,大 腸菌 の消失 は最初 の4日 目。2日 後,自 覚症状

が消失 しないため再投 与,こ の クールでは大腸菌 は認 め

ず,内 服3日 目か ら自覚症状 も消失。2ク ール終 了後3

日の休薬 の後4日 間再投与,尿 中の白血球は第1ク ール

終了時に減少,第2ク ールの ときは正常範囲内,そ の後

は増加 の傾 向は認 めず,再 発な し。効果:有 効。

〔症例3〕 22,男 主訴2ヵ 月前か らお

きた頻尿 と血尿。

1日3914日 間投与,大 腸菌 お よび グラム陽性球菌

は3日 目には消失 したが,蛋 白お よび尿中 の赤血球 は減

少 と増加を く り返 し,減 少 の傾 向を しめ さない。効果:

無効 。

〔症例4〕 32,女 主 訴1ヵ 月前か ら始

まった頻 尿 と夜間3回 お きる尿意 。

1日3g 10日 間投与,大 腸菌 は1日 目か ら急減,2

日目か ら検 出 されな くなる。頻尿 意 と夜 間起床が止 った

のは7日 目か ら,再 発 な し。効果:有 効。

〔症例5〕 55,男 主訴3ヵ 月前か らの

頻尿 と排尿 後の尿道の痛み。

1日3g 7日 間投 与,尿 中 の大腸菌 は投薬 後3日 目ま

では認 め られたが5日 目以降は消失,グ ラム陽性球菌は

3日 目か ら消失,5日 後に は自覚症状 もほ とん ど消失 し

たが,服 薬 中止後7日 目に軽度 の自覚症状が お こり再 び

大腸菌 と球菌 がわずかに認め られた,そ の後 無治療 のま

ま自然 に軽快。効 果:有 効。

3. 小 括

大腸菌 を主 な起炎菌 とした,急 性お よび慢性膀胱炎 に

FOMを 投与 した 結果,急 徃膀 胱炎の4例 には総 て有 効

に作用 している。 しか し,自 覚症状 の消失速度 は他 の抗
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1 Acute cystitis

2 Chronic cystitis

生物 質に比べてわずか に遅 い感 じがす る。

慢性膀胱炎 では無 効例が2例 でたが,有 効 の3例 につ

いて も自覚症状 の消失が遅 い感があるが,治 癒 した症例

では長期間観察 しても再発 をお こす ものが1例 もいない

のが他剤 と異 なる ように思わ れ る(Table1)。

4. 尿 道炎 に対する効果

非 淋菌 性尿道炎 の2例 と淋菌 性尿道炎の1例 に用 いた

が,投 薬を行な っても症状 の好転 と淋菌 の消失は3g投

与では全 く見 られ なか った。

5. 総 括

本剤は グラム陽性 の一 部の球菌 とグ ラム陰性桿菌 に殺

菌作用を もつ抗生物質 とされてい るが,臨 床的 に観 察 し

た場合,膀 胱炎 の尿 中大腸 菌が1日 で消失 し,頻 尿 が急

速に消失す るとい う状態 は見 られなか った。 しか し,こ

れ の投与を行 なって治癒 した症例では,半 年以 内に再発

をお こした症例が ない ことは,臨 床上興味 のあるこ とで

あ る。

症 例が少ないので治癒率を のべ るのは 困難 であるが,

急 性膀胱炎 は6～7日 投与で全例治癒 してお り,慢 性膀

胱 炎では4～14日 間投与で5例 中3例,60.0%が 治癒

している。 これ らを合計 し て も77.8%の 治癒率 とな

る。

非淋菌 性尿道炎 の2例 には これ だけ で治癒 させ る能力

は見 られなか った。

急性淋菌性尿道炎に用 いたが,SOUTHERN3)がPCに

代 る淋病治療薬 と期待 して用 いたが不成 功に終 った との

べ てい るの と同様,治 癒 させ るこ とは、で きなか った。
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Table 1 Results of cystitis due to E. coli
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RESULTS OF FOSFOMYCIN TREATMENT IN URINARY

TRACT INFECTIONS

YOICHI ONODA 

Tokyo Metropolitan Taito Hospital

Fosfomycin was administered to treat urinary tract infections, and the following results were obta-

ined. 

1) Fosfomycin was administered at a daily dose of 3g for 6•`7 days in 4 cases of acute cystitis due 

to Escherichia coli, and the effectiveness was obtained in all the cases. 

2) Fosfomycin was administered at a same daily dose for 4•`14 days in 5 cases of chronic cystitis 

due to Escherichia coli, and the effectiveness was obtained in 3 cases of them. 

No relapse was noticed through the observation of an effective case for a long period of time.


